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研究の目的、概要、期待される効果

夏の暑い環境下で運動を行うと体温が過度に上
昇し、運動パフォーマンス低下や熱中症の危険が
高まります。熱中症を予防するには発汗や皮膚血
管拡張といった熱放散機能をよく理解し、高める
ことが重要です。私達の研究室では、人を対象に
体温・循環・呼吸調節に関する研究をしています。
具体的に測定する生体反応として、例えば深部

体温、皮膚温、局所発汗量、活動汗腺数、汗の塩
分濃度・汗腺のイオン再吸収能力、皮膚血流量、
前腕血流量、酸素摂取量、感覚指標（主観的運動
強度、温熱感、快適感、気分評価）、心拍数、血
圧などがあります（まだあります）。血液、唾液、
尿などのサンプルからELISAやその他計測器を用
いた測定も行います。

2020年度より科研費挑戦的研究(開拓)が採択
され、学校をベースに子どもの体温調節や熱中症
予防に関する研究をスタートしました。これを
きっかけに、エビデンスベースの教育を構築する
ため色々な分野の研究者が参画できるフィールド
ができたらなあと思っています（子ども、保護者、
学生、研究者、学校などの関係性・相互利益の構
築など） 。
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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・皮膚科学、製薬、衣服、食品、産業労働（消
防，警察，防衛，農業，工事現場など）、運
動・スポーツ、熱中症予防、健康の維持増進と
いった分野でのつながりを期待しています。

人を対象とした実験系を得意としています。研
究成果は例えネガティブでもきちんと論文化し
たいと思っています。

運動と環境生理学研究室 @amano_tatsu http://nocchi917.wixsite.com/mysite
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